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事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

三ッ星ベルトグループは、ゴム・プラスチック等の製品群のメーカーとして、環境
への多大なかかわりをもっていることを認識し、全ての事業活動において環境との
調和をめざした製品技術・生産技術などの開発により技術領域を広げていくととも
に、「人を思い、地球を思う」の基本理念のもとに地球規模の視野に立った環境活
動を行い、社会に貢献する企業づくりを推進する。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

関連法規の尊守状況について半年に１回確認を行っている。これ
までに違反及び行政当局からの指摘はなかった。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

エネルギー使用量削減に関しては、電力、蒸気、共に、新型コロナ感染
症による生産数量減少の影響もあり目標未達。
廃棄物については、ゼロエミッションが維持継続できた。

基 本 方 針

省エネルギー (CO2)
・精練1・2号混練ライン生産チラー更新
・5号ボイラー更新
廃棄物排出量の削減
・ゼロエミッション継続維持
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綾部工場

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

環境方針、規定、要領の大きな見直しは必要ない。環境基本の下、環境
目標達成に向け、EMSの運用について、リスク及び機会の発生源となる
当センターの利害関係者の要求事項を含む順守義務、重要環境側面への
取り組みは適切に行われ、妥当性、有効性は得られている。
エネルギ使用量削減に関しては、電力、蒸気共に未達に終わったため、
2021年度も施設課を中心に改善活動(省エネ・蒸気漏れ対策など)に引き
続き努めること。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

省エネルギー(CO2)
・精練1・2号混練ライン生産チラー更新を実施済み
・5号ボイラー更新実施済み
廃棄物排出量の削減
・ゼロエミッション継続中

認 証 番 号

・電力原単位を2019年度実績　3,848KWH/t以下
・蒸気原単位を2019年度実績　12.311t/t以下
・ゼロエミッション維持　埋立処分率1.0%以下

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容


